
10

20

JP 7671076 B2 2025.5.1

(19)日本国特許庁(JP) (12)特許公報(B2) (11)特許番号　　
特許第7671076号

(P7671076)
(24)登録日　令和7年4月22日(2025.4.22)(45)発行日　令和7年5月1日(2025.5.1)

(54)【発明の名称】　変性アルキルスルホン酸およびその使用

(51)国際特許分類
　   Ｄ２１Ｃ 3/06 (2006.01)
　   Ｄ２１Ｃ 3/22 (2006.01)
　   Ｄ２１Ｃ 9/16 (2006.01)

ＦＩ
　Ｄ２１Ｃ 3/06 　　　　 　　　
　Ｄ２１Ｃ 3/22 　　　　 　　　
　Ｄ２１Ｃ 9/16 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2022-550717(P2022-550717)
(86)(22)出願日　 令和3年2月26日(2021.2.26)
(65)公表番号　 特表2023-516140(P2023-516140 

A)
(43)公表日　 令和5年4月18日(2023.4.18)
(86)国際出願番号　 PCT/CA2021/000018
(87)国際公開番号　 WO2021/168538
(87)国際公開日　 令和3年9月2日(2021.9.2)

審査請求日　 令和5年12月6日(2023.12.6)
(31)優先権主張番号　3,074,198           
(32)優先日　 令和2年2月28日(2020.2.28)
(33)優先権主張国・地域又は機関　

カナダ(CA)

(73)特許権者　 522328079
シックスリング  インコーポレイテッド
カナダ  ティー２ジー  ０アール１  アル 
バータ、カルガリー、アベニュー  エス 
イー  １４０－１０、１５００

(74)代理人　 110000855
弁理士法人浅村特許事務所

(72)発明者　 パーディー、クレイ
カナダ、アルバータ、メディシン  ハッ 
ト、チヌーク  プレイス  エスダブリュー  
ナンバー  ２０

(72)発明者　 ワイゼンバーガー、マルクス
カナダ、アルバータ、カルガリー、コッ 
パーストーン  ブールバード  エスイー  
１９

最終頁に続く

( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ；
ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 酸 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の ２ ０ ～ ６ ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 し 、 前 記 過 酸  
化 物 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の １ ～ ３ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 し 、
こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比 で  
存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ２ 】
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ；
ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 前 記 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ  
ル 比 で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 が 、 ア ル キ ル 基 が Ｃ １ － Ｃ ６ の 範 囲 に あ り 、 直 鎖 状 又 は 分 枝 状  
で あ る ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 請 求 項 １  

請求項の数　15　（全15頁）
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～ ２ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 が 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； エ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； プ ロ パ ン ス ル ホ ン  
酸 ； ２ － プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 ； イ ソ ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ブ タ ン ス  
ル ホ ン 酸 ； イ ソ ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ペ ン タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｔ ブ  
チ ル ヘ キ サ ン ス ル ホ ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 ば れ る 請 求 項 １ か ら  
３ の い ず れ か 一 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 が メ タ ン ス ル ホ ン 酸 で あ る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の  
組 成 物 。
【 請 求 項 ６ 】
　 過 酸 化 物 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ ～ ５ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ７ 】
ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が 、 ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ 未 満 の 分 子 量 を 有 す る 、 請 求 項 １ ～ ６ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン が 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ト リ エ タ ノ ー  
ル ア ミ ン ； お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ ～ ７ の い ず れ  
か １ 項 に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン が ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 、 請 求 項 ８ に 記 載 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ；
ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 バ イ オ マ ス ／ 木 材 の 脱 リ グ ニ ン に お い て 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 請 求 項 １ １ 】
植 物 材 料 の 脱 リ グ ニ ン の 方 法 で あ っ て 、
　 －   セ ル ロ ー ス 繊 維 と リ グ ニ ン と を 含 む 前 記 植 物 材 料 を 提 供 す る こ と ；
　 －   必 要 と す る 前 記 植 物 材 料 を 、
　 　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸
ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 ； お よ び
　 　 過 酸 化 物 ； を 含 む 組 成 物 に 、 暴 露 す る こ と ；
を 含 み 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 し 、 曝 露 の 時 間 が 、 前 記 植 物 材 料 上 に 存 在 す る リ グ ニ ン の 実 質 的 に 全 て を 除 去 す る  
の に 十 分 で あ る 、 前 記 方 法 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ 未 満 の 分 子 量 を 有 す る 、 請 求 項 １ １ に 記 載  
の 方 法 。
【 請 求 項 １ ３ 】
ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ト リ エ タ ノ ー  
ル ア ミ ン ； お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ２ の い  
ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ４ 】
ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ３ の い ず れ か １  
項 に 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 １ ５ 】
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　 過 酸 化 物 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 請 求 項 １ １ ～ １ ４ の い ず れ か １ 項 に 記 載 の 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
発 明 の 属 す る 技 術 分 野
　 本 発 明 は 、 広 い 例 で は 、 木 材 物 質 の 脱 リ グ ニ ン の よ う な 酸 化 に よ る バ イ オ マ ス な ど の 有  
機 物 の 分 解 に 有 用 な 方 法 お よ び 組 成 物 に 関 す る も の で あ り 、 よ り 具 体 的 に は 、 ク ラ フ ト プ  
ロ セ ス が 行 わ れ て い る 条 件 よ り も マ イ ル ド な 条 件 で こ れ を 行 う た め の 方 法 お よ び 組 成 物 に  
関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
発 明 の 背 景
　 紙 の 生 産 で 最 も エ ネ ル ギ ー を 消 費 す る の は 、 パ ル プ の 生 産 で あ る 。 パ ル プ の 原 料 と な る  
木 材 や そ の 他 の 植 物 に は 、 水 だ け で な く 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 、 リ グ ニ ン 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス の  
３ つ の 主 成 分 が 含 ま れ て い る 。 パ ル プ 化 に は 、 繊 維 と リ グ ニ ン を 分 離 す る こ と が 第 一 の 目  
的 で あ る 。 リ グ ニ ン は ３ 次 元 の ポ リ マ ー で 、 い わ ば 植 物 内 に あ る す べ て の 繊 維 を つ な ぎ と  
め る モ ル タ ル の よ う な も の で あ る 。 リ グ ニ ン が パ ル プ に 含 ま れ る こ と は 好 ま し く な く 、 最  
終 製 品 に 何 の プ ラ ス に も な ら な い 。 木 材 の パ ル プ 化 と は 、 チ ッ プ 、 茎 、 そ の 他 の 植 物 の 部  
分 な ど 、 繊 維 原 料 の バ ル ク 構 造 を 分 解 し 、 構 成 繊 維 に す る こ と で あ る 。 セ ル ロ ー ス 繊 維 は  
、 製 紙 工 程 で 最 も 必 要 と さ れ る 成 分 で あ る 。 ヘ ミ セ ル ロ ー ス は 、 様 々 な 糖 質 モ ノ マ ー が ラ  
ン ダ ム に 非 晶 質 重 合 体 構 造 を 形 成 し た 、 よ り 分 岐 の 短 い 炭 水 化 物 ポ リ マ ー で あ る 。 完 成 パ  
ル プ 中 の ヘ ミ セ ル ロ ー ス の 存 在 は 、 セ ル ロ ー ス ほ ど 紙 の 剛 性 に 重 要 で は な い 。 こ の こ と は  
、 バ イ オ マ ス 変 換 に も 当 て は ま る 。 課 題 は 似 て い る 。 た だ 、 求 め ら れ る 結 果 が 異 な る だ け  
で あ る 。 バ イ オ マ ス 変 換 で は 、 一 価 炭 水 化 物 へ の さ ら な る 分 解 が 望 ま し い 結 果 と な る が 、  
パ ル プ ＆ ペ ー パ ー プ ロ セ ス で は 通 常 、 リ グ ニ ン 溶 解 後 す ぐ に 停 止 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 木 材 パ ル プ や 木 質 バ イ オ マ ス の 調 製 に は 、 主 に 機 械 的 処 理 と 化 学 的 処 理 の ２ つ の ア プ ロ  
ー チ が あ る 。 機 械 的 処 理 ま た は パ ル プ 化 は 、 一 般 的 に 木 材 チ ッ プ を 物 理 的 に 引 き 裂 き 、 そ  
の 結 果 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 引 き 裂 き 、 互 い に 分 離 す る こ と を 目 的 と し て い る 。 こ の 方 法 の  
欠 点 は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 が 切 れ た り 傷 つ い た り し て 繊 維 が 短 く な る こ と 、 セ ル ロ ー ス 繊 維  
に リ グ ニ ン が 混 入 し た り 残 留 し た り し て 、 最 終 製 品 に 不 純 物 が 混 入 し た り 残 留 し た り す る  
こ と で あ る 。 ま た 、 こ の プ ロ セ ス は 、 高 圧 、 腐 食 性 の 化 学 物 質 、 熱 を 必 要 と す る た め 、 大  
量 の エ ネ ル ギ ー を 消 費 し 、 資 本 集 約 的 で あ る 。 化 学 パ ル プ 化 に は 、 い く つ か の ア プ ロ ー チ  
や プ ロ セ ス が あ る 。 こ れ ら は 一 般 に 、 リ グ ニ ン と ヘ ミ セ ル ロ ー ス を 水 溶 性 の 分 子 に 分 解 す  
る こ と に 重 点 を 置 い て い る 。 こ れ ら の 分 解 さ れ た 成 分 は 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 傷 つ け る こ と  
な く 、 洗 浄 す る こ と に よ っ て セ ル ロ ー ス 繊 維 か ら 分 離 さ れ る 。 こ の 化 学 プ ロ セ ス は 、 大 量  
の 熱 を 必 要 と す る た め 、 エ ネ ル ギ ー 集 約 型 で あ り 、 ま た 多 く の 場 合 、 攪 拌 や 機 械 的 な 介 入  
を 必 要 と し 、 プ ロ セ ス の 非 効 率 性 と コ ス ト を 増 大 さ せ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 パ ル プ 化 に は 、 パ ル プ 化 の 化 学 的 側 面 と パ ル プ 化 の 機 械 的 側 面 を 様 々 な 程 度 に 組 み 合 わ  
せ た 方 法 が 存 在 す る 。 例 え ば 、 サ ー モ メ カ ニ カ ル パ ル プ 化 （ 一 般 に Ｔ Ｍ Ｐ と 呼 ば れ る ） 、  
ケ ミ ザ ー モ メ カ ニ カ ル パ ル プ 化 （ Ｃ Ｔ Ｍ Ｐ ） な ど が あ る 。 そ れ ぞ れ の 一 般 的 な パ ル プ 化 法  
が 提 供 す る 利 点 の 選 択 を 通 じ て 、 パ ル プ 化 処 理 の 機 械 的 側 面 で 必 要 と さ れ る エ ネ ル ギ ー 量  
を 削 減 す る よ う に 処 理 設 計 さ れ て い る 。 こ れ は 、 こ れ ら の 複 合 パ ル プ 化 ア プ ロ ー チ に 供 さ  
れ る 繊 維 の 強 度 低 下 に 直 接 影 響 す る こ と も あ る 。 一 般 に 、 こ れ ら の ア プ ロ ー チ で は 、 （ 従  
来 の 化 学 パ ル プ 化 と 比 較 し て ） 化 学 処 理 を 短 縮 し 、 そ の 後 、 繊 維 を 分 離 す る た め に 機 械 的  
処 理 を 行 い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 製 紙 用 パ ル プ の 最 も 一 般 的 な 製 造 方 法 は 、 ク ラ フ ト 法 で あ る 。 ク ラ フ ト 法 で は 、 木 材 チ  
ッ プ を ほ ぼ 純 粋 な セ ル ロ ー ス 繊 維 で あ る 木 材 パ ル プ に 変 換 す る 。 多 段 階 の ク ラ フ ト 工 程 は  
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、 ま ず 木 材 チ ッ プ に 薬 液 を 含 浸 さ せ る と こ ろ か ら 始 ま る 。 こ れ は 、 木 材 チ ッ プ を 湿 ら せ 、  
蒸 気 で 予 熱 す る こ と に よ っ て 行 わ れ る 。 こ の と き 、 木 材 チ ッ プ は 膨 張 し 、 中 に 含 ま れ て い  
た 空 気 が 排 出 さ れ 、 液 体 と 入 れ 替 わ る 。 そ し て 、 チ ッ プ を 黒 液 と 白 液 で 飽 和 さ せ る 。 黒 液  
は 、 ク ラ フ ト 工 程 で 発 生 し た も の 。 水 、 リ グ ニ ン 残 渣 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス 、 無 機 化 学 物 質 を  
含 ん で い る 。 白 液 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム と 硫 化 ナ ト リ ウ ム を 含 む 強 ア ル カ リ 性 の 水 溶 液 で  
あ る 。 木 材 チ ッ プ は そ れ ぞ れ の 溶 液 に 浸 さ れ た 後 、 調 理 さ れ る 。 木 質 チ ッ プ を 脱 リ グ ニ ン  
化 す る た め に 、 １ ７ ６ ℃ ま で の 温 度 で 数 時 間 煮 沸 す る 。 こ の 温 度 で リ グ ニ ン が 分 解 さ れ 、  
水 溶 性 の 断 片 が 生 成 さ れ る 。 調 理 後 、 残 っ た セ ル ロ ー ス 繊 維 は 回 収 ・ 洗 浄 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 カ ロ 酸 は 、 ペ ル オ キ シ モ ノ 硫 酸 （ Ｈ ２ Ｓ Ｏ ５ ） と し て も 知 ら れ 、 既 知 の 最 強 の 酸 化 剤 の  
１ つ で あ る 。 カ ロ 酸 を 調 製 す る た め の 反 応 は い く つ か 知 ら れ て い る が 、 最 も 簡 単 な 方 法 の  
１ つ は 、 硫 酸 （ Ｈ ２ Ｓ Ｏ ４ ） と 過 酸 化 水 素 （ Ｈ ２ Ｏ ２ ） を 反 応 さ せ る も の で あ る 。 こ の 方 法  
で カ ロ 酸 を 調 製 す る と 、 さ ら に 反 応 さ せ て 貴 重 な 漂 白 剤 、 酸 化 剤 で あ る 一 過 硫 酸 カ リ ウ ム  
（ Ｐ Ｍ Ｐ Ｓ ） を 生 産 す る こ と が で き る 。 カ ロ 酸 に は い く つ か の 有 用 な 用 途 が 知 ら れ て い る  
が 、 注 目 す べ き は 木 材 の 脱 リ グ ニ ン （ 脱 木 ） 用 途 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 米 国 特 許 番 号 ５ ， ０ ８ ０ ， ７ ５ ６ は 、 改 良 さ れ た ク ラ フ ト パ ル プ 化 プ ロ セ ス を 教 示 し 、  
有 機 物 を 含 む 使 用 済 み 濃 硫 酸 組 成 物 を ク ラ フ ト 回 収 シ ス テ ム に 添 加 し て 、 回 収 炉 で 脱 水 、  
熱 分 解 お よ び 還 元 に 供 さ れ る そ の 全 硫 黄 含 有 量 に 富 む 混 合 物 を 提 供 す る こ と を 特 徴 と し て  
い る 。 硫 酸 組 成 物 の 有 機 物 は 、 炉 内 で 起 こ る 酸 化 お よ び 還 元 反 応 を 促 進 す る た め に 高 い 熱  
レ ベ ル を 容 易 に 維 持 で き る 熱 エ ネ ル ギ ー 源 と し て 特 に 有 益 で あ り 、 そ の 結 果 、 パ ル プ 化 に  
適 し た 煮 汁 の 調 製 に 用 い ら れ る 硫 化 物 が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 R a c k e m a n n ら は 、 “ T h e  e f f e c t  o f  p r e t r e a t m e n t  o n  M e t h a n e s u l f o n i c  a c i d - c a t a l y  
z e d  h y d r o l y s i s  o f  b a g a s s e  t o  l e v u l i n i c  a c i d ,  f o r m i c  a c i d  a n d  f u r f u r a l ”  ( 2 0 1 8 )  
に お い て 、 ア ル カ リ 溶 液 で 前 処 理 し た バ ガ ス に メ タ ン ス ル ホ ン 酸 を 使 用 す る こ と を 開 示 し  
て い る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 米 国 特 許 出 願 番 号 ２ ０ １ ６ ／ ０ ０ ７ ４ ５ ４ ９ は 、 低 発 泡 用 途 の た め の 活 性 化 過 酸 化 水 素  
消 毒 組 成 物 を 開 示 す る 。 過 酸 化 水 素 源 、 非 界 面 活 性 有 機 ス ル ホ ン 酸 ま た は そ の 塩 、 非 イ オ  
ン 性 界 面 活 性 剤 、 お よ び 任 意 の 有 機 酸 を 含 む 、 エ ン ド ユ ー ザ ー に よ る 希 釈 の た め の 濃 縮 液  
が 提 供 さ れ る 。 ま た 、 過 酸 化 水 素 、 非 界 面 活 性 有 機 ス ル ホ ン 酸 ま た は そ の 塩 、 非 イ オ ン 性  
界 面 活 性 剤 、 溶 媒 と し て の 水 お よ び 任 意 の 有 機 酸 の 殺 生 物 量 を 含 む 、 す ぐ に 使 用 で き る 過  
酸 化 水 素 消 毒 剤 溶 液 も 提 供 さ れ る 。 エ ン ド ユ ー ザ ー は 、 表 面 に 存 在 す る 微 生 物 の 大 部 分 を  
死 滅 さ せ る の に 有 効 な 時 間 、 表 面 を 殺 菌 組 成 物 と 接 触 さ せ る こ と に よ っ て 、 微 生 物 の 表 面  
を 殺 菌 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 バ イ オ 燃 料 の 製 造 も 、 ク ラ フ ト プ ロ セ ス の 潜 在 的 な 用 途 の ひ と つ で あ る 。 バ イ オ 燃 料 生  
産 の 現 在 の 欠 点 は 、 炭 水 化 物 を 合 理 的 に 効 率 的 な プ ロ セ ス で 燃 料 に 変 換 す る た め に 、 食 品  
等 級 の 植 物 部 分 （ 種 子 な ど ） を 使 用 す る 必 要 が あ る こ と で あ る 。 炭 水 化 物 は 、 非 食 品 グ レ  
ー ド の バ イ オ マ ス を ク ラ フ ト 工 程 で 使 用 す る こ と に よ り 、 セ ル ロ ー ス 系 繊 維 か ら 得 る こ と  
も で き る が 、 ク ラ フ ト 工 程 は 脱 リ グ ニ ン の た め に エ ネ ル ギ ー を 消 費 す る た め 、 商 業 的 に は  
あ ま り 実 行 可 能 な 選 択 肢 で は な い 。 植 物 由 来 の 化 学 資 源 サ イ ク ル を 構 築 す る た め に は 、 人  
間 の 食 料 生 産 と 競 合 し な い 植 物 由 来 の 原 料 を 利 用 で き る 、 エ ネ ル ギ ー 効 率 の 高 い プ ロ セ ス  
が 非 常 に 必 要 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ク ラ フ ト パ ル プ 製 造 プ ロ セ ス は 、 世 界 で 最 も 広 く 使 用 さ れ て い る 化 学 パ ル プ 製 造 プ ロ セ  
ス で あ る が 、 非 常 に エ ネ ル ギ ー を 必 要 と し 、 ま た 、 例 え ば 、 パ ル プ 製 造 工 場 周 辺 か ら 発 生  
す る 悪 臭 や 、 多 く の 紙 パ ル プ 製 造 管 轄 地 域 で 現 在 強 く 規 制 さ れ て い る 一 般 的 な 排 気 ガ ス な  
ど の 欠 点 も あ る 。 現 在 の 環 境 問 題 、 経 済 問 題 、 気 候 の 変 化 、 お よ び 排 出 権 料 の 導 入 を 考 慮  
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す る と 、 現 在 の パ ル プ 化 プ ロ セ ス を 最 適 化 す る こ と が 非 常 に 望 ま れ る 。 そ の 製 造 中 に 環 境  
に 現 在 の 実 質 的 な 害 を 与 え る こ と な く 、 少 な く と も 線 形 品 質 の 繊 維 を 提 供 す る た め で あ る  
。 し た が っ て 、 現 在 使 用 さ れ て い る も の よ り も 低 い 温 度 と 圧 力 で 、 追 加 の 設 備 投 資 を 必 要  
と せ ず に 木 材 物 質 の 脱 リ グ ニ ン を 行 う こ と が で き る 組 成 物 の 必 要 性 が 依 然 と し て 存 在 す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 現 在 の 環 境 問 題 や 人 為 的 な 汚 染 に よ る 気 候 の 変 化 に 鑑 み 、 穏 や か な 酸 化 に よ る 有 機 物 分  
解 を 行 え る よ う に す る こ と が 望 ま れ る 。 こ れ に よ り 、 パ ル プ 化 技 術 が 更 新 さ れ 、 そ の 製 造  
中 に 環 境 に 実 質 的 な 害 を 与 え る こ と な く 、 良 質 の 繊 維 を 提 供 す る こ と が で き る よ う に な る  
。 し た が っ て 、 適 度 な 温 度 と 圧 力 下 で 木 材 物 質 に 対 し て 脱 リ グ ニ ン を 行 う こ と が で き る 組  
成 物 に 対 す る ニ ー ズ が 依 然 と し て 存 在 す る 。
【 発 明 の 概 要 】
【 ０ ０ １ ３ 】
発 明 の 概 要
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 下 記 の 水 性 酸 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る ：
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 木 材 材 料 （ チ ッ プ ま た は お が く ず な ど で あ る が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い ）  
の よ う な 有 機 材 料 の 脱 リ グ ニ ン は 、 従 来 の ク ラ フ ト パ ル プ 化 の 間 に 使 用 さ れ る 温 度 よ り も  
実 質 的 に 低 い 温 度 で 起 こ り 得 る こ と を 発 見 し た 。 実 際 、 本 発 明 に よ る 好 ま し い 組 成 物 を 用  
い て 室 温 で 行 わ れ た 実 験 で は 、 木 材 チ ッ プ に 存 在 す る リ グ ニ ン を 分 解 し て 高 品 質 の セ ル ロ  
ー ス 繊 維 を 得 る こ と が 示 さ れ た 。 本 発 明 に よ る 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 サ  
ン プ ル は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 組 成 物 へ の 曝 露 時 に 、 ３ ０ ℃ で 処 理 さ れ た 。  
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本 発 明 の 好 ま し い 組 成 物 を 含 む 方 法 を 適 用 す る こ と  
に よ っ て 、 パ ル プ 脱 リ グ ニ ン に 関 わ る エ ネ ル ギ ー コ ス ト を 実 質 的 に 削 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の 教 示 は 、 パ ル プ 化 プ ロ セ ス に お け る エ ネ ル ギ ー 要 件 、 し た が っ て 資 本 コ ス ト を  
低 減 す る こ と に よ り 、 従 来 の パ ル プ 化 プ ロ セ ス に お い て 必 要 な 熱 を 生 成 す る た め に 燃 焼 す  
る 化 石 燃 料 ま た は 有 機 物 の 量 を 少 な く し て 、 パ ル プ 化 プ ロ セ ス を よ り 環 境 汚 染 し な い も の  
に す る で あ ろ う 。 ま た 、 芳 香 族 モ ノ マ ー な ど 、 ク ラ フ ト 工 程 で 通 常 分 解 ま た は 破 壊 さ れ る  
バ イ オ マ ス の 貴 重 な 成 分 の 多 く を 保 持 す る こ と が で き る 。 本 明 細 書 に 開 示 さ れ た 技 術 は 、  
環 境 面 だ け で な く 、 多 く の 工 業 的 化 学 プ ロ セ ス に お い て ビ ル デ ィ ン グ ブ ロ ッ ク ま た は 出 発  
物 質 と し て 使 用 さ れ る 化 学 化 合 物 を 生 成 す る 方 法 と し て も 、 実 質 的 な 進 歩 を 意 味 す る も の  
で あ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 の 一 態 様 に よ れ ば 、 下 記 の 水 性 酸 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る ：
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 酸 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の ２ ０ ～ ６ ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 し 、 前 記 過 酸  
化 物 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の １ ～ ３ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 下 記 の 水 性 酸 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る ：
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 前 記 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ 以 上 の モ ル 比 で 存 在 す  
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る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 好 ま し く は 、 組 成 物 は 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 を さ ら に 含 む 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 好 ま し く は 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 は 、 以 下 か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る ： ア ル キ ル 基  
が Ｃ １ ～ Ｃ ６ の 範 囲 で あ り 、 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 で あ る ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び そ れ  
ら の 組 み 合 わ せ 。 好 ま し く は 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 は 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； エ タ ン ス  
ル ホ ン 酸 ； プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 ； ２ － プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 ； イ ソ ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ －  
ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ブ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｉ ｓ ｏ － ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ペ ン チ ル ス ル  
ホ ン 酸 ； ペ ン タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ブ チ ル ヘ キ サ ン ス ル ホ ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ  
か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 よ り 好 ま し く は 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 は 、 メ タ ン ス ル ホ  
ン 酸 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 の さ ら に 別 の 態 様 に よ れ ば 、 下 記 の 水 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る ：
　 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
　 過 酸 化 物 、
を 含 む 、 バ イ オ マ ス ／ 木 材 の 脱 リ グ ニ ン に お い て 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 好 ま し く は 、 過 酸 化 物 は 過 酸 化 水 素 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 本 発 明 の 別 の 態 様 に よ れ ば 、 下 記 の 方 法 が 提 供 さ れ る ：
　 バ イ オ マ ス ／ 植 物 材 料 の 脱 リ グ ニ ン の 方 法 で あ っ て 、
　 －   セ ル ロ ー ス 繊 維 と リ グ ニ ン と を 含 む 前 記 植 物 材 料 を 提 供 す る こ と ；
　 －   必 要 と す る 前 記 植 物 材 料 を 、
　 　 ア ル カ ン ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
　 　 過 酸 化 物 ； を 含 む 組 成 物 に 、 暴 露 す る こ と ；
を 含 み 、
　 こ こ で 、 前 記 ア ル カ ン ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 し 、 曝 露 の 時 間 が 、 前 記 植 物 材 料 上 に 存 在 す る リ グ ニ ン の 実 質 的 に 全 て を 除 去 す る  
の に 十 分 で あ る 、 前 記 方 法 。
　 好 ま し く は 、 本 組 成 物 は 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 を さ ら に 含 む 。 好 ま し く は 、 ア ミ ン  
部 分 を 含 む 化 合 物 は 、 ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ 未 満 の 分 子 量 を 有 す る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 ア ミ  
ン 部 分 を 含 む 化 合 物 は 、 第 １ 級 ア ミ ン で あ る 。 よ り 好 ま し く は 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物  
は 、 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 。 ま た 、 好 ま し く は 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 は 、 ３ 級 ア  
ミ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン は 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ；  
ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら  
選 択 さ れ る 。 好 ま し く は 、 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン は 、 ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 本 発 明 者 ら は 、 木 材 材 料 （ 例 え ば 、 木 材 チ ッ プ ま た は 他 の 一 般 的 な バ イ オ マ ス に 限 定 さ  
れ な い ） の 脱 リ グ ニ ン は 、 従 来 の ク ラ フ ト パ ル プ 化 中 に 使 用 さ れ る 温 度 よ り も 実 質 的 に 低  
い 温 度 で 起 こ り 得 る こ と を 発 見 し た 。 実 際 、 い く つ か の 実 験 は 、 好 ま し い 組 成 物 を 用 い て  
１ ８ ～ ２ １ ℃ の 範 囲 の 平 均 室 温 で 行 わ れ 、 本 発 明 に よ れ ば 、 木 材 チ ッ プ 上 に 存 在 す る リ グ  
ニ ン を 分 解 し て 、 セ ル ロ ー ス 繊 維 を 非 常 に 効 率 的 に 遊 離 さ せ る こ と が 示 さ れ た 。 本 発 明 に  
よ る 方 法 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 サ ン プ ル は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態  
に よ る 組 成 物 へ の 曝 露 時 に ３ ０ ℃ で 溶 解 さ れ た 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本  
発 明 の 好 ま し い 組 成 物 を 含 む 方 法 を 適 用 す る こ と に よ っ て 、 パ ル プ 脱 リ グ ニ ン に お い て 現  
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在 排 出 さ れ て い る エ ネ ル ギ ー コ ス ト 、 関 与 す る 資 本 コ ス ト 、 お よ び 関 連 す る 排 出 物 を 大 幅  
に 低 減 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本 発 明 の 好 ま し い 組 成 物 の 時 間 と 温 度 と モ ル 比 に 依  
存 す る 多 段 階 プ ロ セ ス が 提 供 さ れ 、 こ こ で 溶 解 の 別 々 の 段 階 は 、 下 記 を 達 成 す る ：
　 １ ． 脱 リ グ ニ ン ；
　 ２ ． ヘ ミ セ ル ロ ー ス の 溶 解 ； お よ び
　 ３ ． 結 晶 性 セ ル ロ ー ス の 溶 解 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ６ 】
図 面 の 簡 単 な 記 述
　 本 発 明 は 、 添 付 図 と 関 連 し た 本 発 明 の 様 々 な 実 施 形 態 の 以 下 の 説 明 を 考 慮 す る と 、 よ り  
完 全 に 理 解 さ れ 得 る 。
【 図 １ － ４ 】 図 １ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に 係 る 組 成 物 中 の 木 材 チ ッ プ の ｔ ＝ １ 分  
に お け る 写 真 で あ る 。   図 ２ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 組 成 物 中 の 木 材 チ ッ プ  
の 、 ｔ ＝ ６ ０ 分 に お け る 写 真 で あ る 。   図 ３ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 組 成 物  
中 の 木 材 チ ッ プ の ｔ ＝ １ 日 目 の 写 真 で あ り ； そ し て   図 ４ は 、 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態  
に よ る 組 成 物 中 の 木 材 チ ッ プ の ｔ ＝ ８ 日 目 に お け る 写 真 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
好 ま し い 実 施 形 態 の 詳 細 な 説 明
　 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 例 示 的 な 実 施 形 態 を 完 全 に 理 解 す る た め に 、 多 数 の 特 定 の 詳 細 が  
提 供 さ れ た こ と が 理 解 さ れ よ う 。 し か し な が ら 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 は 、 こ れ  
ら の 特 定 の 詳 細 な し に 実 施 さ れ 得 る こ と が 、 当 業 者 に は 理 解 さ れ よ う 。 他 の 例 で は 、 周 知  
の 方 法 、 手 順 、 及 び 構 成 要 素 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ る 実 施 形 態 を 不 明 瞭 に し な い よ う に  
、 詳 細 に は 記 載 さ れ て い な い 。 さ ら に 、 こ の 説 明 は 、 本 明 細 書 に 記 載 さ れ た 実 施 形 態 の 範  
囲 を 何 ら か の 形 で 制 限 し 得 る よ う に 考 慮 さ れ る べ き で は な く 、 む し ろ 本 明 細 書 に 記 載 さ れ  
た 様 々 な 実 施 形 態 の 実 装 を 単 に 説 明 す る も の と し て 考 慮 さ れ る べ き で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 成 分 及 び 過 酸 化 物 成 分 を 含 む  
酸 性 組 成 物 が 提 供 さ れ る 。 こ の 組 成 物 を 木 片 の よ う な バ イ オ マ ス と 接 触 さ せ る と 、 木 片 を  
脱 リ グ ニ ン し 、 セ ル ロ ー ス お よ び ヘ ミ セ ル ロ ー ス を そ の ま ま 残 す こ と が で き る 。 こ の よ う  
な 処 理 は 、 有 機 物 か ら パ ル プ を 調 製 す る 際 に 有 利 に 働 き ま す 。 リ グ ニ ン を セ ル ロ ー ス 系 と  
ヘ ミ セ ル ロ ー ス 系 か ら 分 離 す る こ と で 、 リ グ ニ ン モ ノ マ ー な ど の 回 収 が 容 易 に な る 。 リ グ  
ニ ン モ ノ マ ー と は 、 酸 に よ る 加 水 分 解 を 受 け る 前 の リ グ ニ ン 構 造 を 構 成 し て い た 化 学 物 質  
の こ と で あ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 有 機 材 料 を 処 理 し て パ ル プ 及 び ／ 又 は セ ル ロ ー ス  
系 材 料 を 得 る 方 法 が 提 供 さ れ 、 前 記 方 法 は 、 以 下 の ス テ ッ プ を 含 む ：
　 －   セ ル ロ ー ス と リ グ ニ ン を 含 む 有 機 材 料 を 提 供 す る こ と ；
　 －   ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 成 分 及 び 過 酸 化 物 成 分 を 含 む 酸 性 組 成 物 を 提 供 す る こ と ；
　 －   前 記 有 機 材 料 か ら 実 質 的 に 全 て の リ グ ニ ン を 除 去 す る の に 十 分 な 時 間 、 前 記 有 機 材  
料 を 前 記 組 成 物 と 接 触 さ せ る こ と ； お よ び
　 －   場 合 に よ り 、 リ グ ニ ン を セ ル ロ ー ス か ら 分 離 す る こ と 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 残 り の セ ル ロ ー ス 材 料 を さ ら に 処 理 し て 、 最 終 的  
に グ ル コ ー ス モ ノ マ ー を 得 る こ と が で き る 。 好 ま し く は 、 こ の 処 理 工 程 は 、 硫 酸 ま た は 硫  
酸 成 分 を 含 む 変 性 酸 を 用 い て 行 わ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 好 ま し く は 、 脱 リ グ ニ ン 化 有 機 物 の 処 理 は 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス を セ ル ロ ー ス か ら 分 離 し 、  
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そ の 後 、 残 り の セ ル ロ ー ス か ら 除 去 す る 中 間 工 程 を 含 む 。 こ こ で 分 離 さ れ た ヘ ミ セ ル ロ ー  
ス は 、 将 来 の 使 用 の た め に 様 々 な 化 学 化 合 物 を 得 る た め に さ ら に 処 理 さ れ る こ と が で き る  
。 残 り の セ ル ロ ー ス は 、 酸 加 水 分 解 に よ っ て さ ら に 分 解 さ れ 、 グ ル コ ー ス モ ノ マ ー を 得 る  
こ と が で き る 。 得 ら れ た グ ル コ ー ス は 、 様 々 な 工 業 用 化 学 プ ロ セ ス の 出 発 ブ ロ ッ ク と し て  
使 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 本 発 明 に よ る 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本 方 法 は か な り 選 択 的 で あ る た め 、 回  
収 さ れ た リ グ ニ ン は 、 ヘ ミ セ ル ロ ー ス お よ び ／ ま た は セ ル ロ ー ス か ら さ ら に 分 離 す る た め  
の 実 質 的 な 処 理 を 必 要 と し な い 。 好 ま し く は 、 そ の 適 切 な 制 御 の 下 で 本 方 法 を 実 施 す る こ  
と に よ り 、 他 の 分 野 へ の 応 用 の 前 に 、 リ グ ニ ン の さ ら な る 処 理 が 非 常 に 容 易 に な る 。 リ グ  
ニ ン は 、 石 油 ・ ガ ス 井 の 掘 削 用 添 加 剤 、 農 薬 、 特 殊 ポ リ マ ー 、 そ し て 最 も 一 般 的 な 燃 料 源  
と し て 、 多 く の 分 野 で 利 用 さ れ て い る 。 リ グ ニ ン や そ の 誘 導 体 は 、 様 々 な 産 業 で 数 十 億 ド  
ル 規 模 の 市 場 と な っ て お り 、 サ プ ラ イ チ ェ ー ン を 改 善 し 、 将 来 の 使 用 に 必 要 な 処 理 量 を 減  
ら す こ と が で き れ ば 、 非 常 に 有 利 に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 水 性 酸 性 組 成 物 を 用 い て 行 わ れ た 実 験 は 、 制 御 さ れ た  
反 応 条 件 下 で 木 材 チ ッ プ を 脱 リ グ ニ ン し 、 セ ル ロ ー ス の 劣 化 を 排 除 す る か ま た は 少 な く と  
も 実 質 的 に 最 小 化 で き る こ と を 示 し た 。 劣 化 と は 、 セ ル ロ ー ス の 黒 化 又 は 炭 化 （ カ ー ボ ン  
ブ ラ ッ ク へ の 変 換 ） を 意 味 す る と 理 解 さ れ 、 こ れ は 、 セ ル ロ ー ス へ の 制 御 さ れ な い 酸 攻 撃  
及 び そ の 汚 れ の 象 徴 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
実 験 そ の １
　 本 発 明 に よ る 組 成 物 の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、 木 材 チ ッ プ を 脱 リ グ ニ ン す る そ の 力 を 決 定  
す る た め に 試 験 さ れ た 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 実 験 は 、 約 ０ ． ２ ｇ の 木 材 と 約 ２ ０ ｇ の 溶 液 を 用 い て 完 了 し た 。 混 合 物 は 、 温 度 ３ ０ ℃  
、 ２ ０ ０ ｒ ｐ ｍ で １ 時 間 撹 拌 し た （ 図 １ 及 び 図 ２ ） 。 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 溶 液 中 の 木 材 チ  
ッ プ を 経 時 的 に 示 し た も の で あ る 。 試 験 し た 溶 液 は 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 と 過 酸 化 水 素 を ５  
． ６ 対 １ の 濃 度 で 混 合 し た も の で 、 得 ら れ た 組 成 物 の 滴 定 は 過 マ ン ガ ン 酸 を 用 い て 行 い 、  
そ の 結 果 を 以 下 の 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
【 表 １ 】

【 ０ ０ ３ ７ 】
　 記 録 さ れ た ｐ Ｈ 値 は 、 周 囲 条 件 （ ｐ Ｈ ＜ ０ ） で － ０ ． ４ ５ で あ っ た 。 Ｍ Ｓ Ａ と 過 酸 化 物  
の モ ル 比 は ５ ． ６ ： １ で あ っ た 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 は 、 本 発 明 の 組 成 物 の 体 積 お よ  
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び 重 量 パ ー セ ン ト の 点 で 、 主 成 分 で あ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 組 成 物 の  
ｐ Ｈ は １ 未 満 で あ り 、 本 発 明 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 組 成 物 の ｐ Ｈ は ０ ． ５ 未  
満 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 図 ３ お よ び 図 ４ は 、 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 （ メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ） お よ び 過 酸 化 水 素 の 存 在  
下 、 約 ２ ２ ℃ の 温 度 で 最 大 ８ 日 間 に わ た る 木 材 チ ッ プ の 脱 リ グ ニ ン の 様 子 を 示 し て い る 。  
注 目 す べ き は 、 実 験 終 了 時 （ ８ 日 目 ） に カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク の 痕 跡 が な い こ と で あ る 。 こ れ  
は 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 が そ の 最 も 基 本 的 な 構 成 要 素 ま で 分 解 さ れ て い な い こ と を 示 す も の  
で あ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 上 記 の 実 験 は 、 本 発 明 に よ る 組 成 物 が 、 植 物 材 料 を 脱 リ グ ニ ン す る た め の 適 切 な 溶 解 酸  
を 提 供 す る だ け で な く 、 セ ル ロ ー ス 系 材 料 の カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク 残 留 物 へ の 分 解 を 制 限 す る  
上 で 価 値 が あ り 、 そ の 結 果 、 プ ラ ン ト オ ペ レ ー タ に と っ て よ り 高 い 収 率 と 収 益 性 が 得 ら れ  
る 一 方 、 従 業 員 、 契 約 者 及 び 公 衆 に 対 す る 排 出 及 び リ ス ク を 低 減 す る こ と を 明 確 に 示 す も  
の で あ っ た 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 木 材 パ ル プ か ら グ ル コ ー ス を 得 る 方 法 は 、 そ の よ う な 変 換 が 化 学 的 、 エ ネ ル ギ ー 的 、 お  
よ び 排 出 を 集 約 し 、 コ ス ト が か か り 、 特 に 大 規 模 な 操 作 に お い て 高 効 率 の 結 果 を も た ら さ  
な い 一 方 で 危 険 で あ る 、 現 在 の プ ロ セ ス の 重 要 な 進 歩 を 意 味 す る も の で あ る 。 木 材 を 脱 リ  
グ ニ ン す る こ と が で き る が 、 効 率 と 収 率 を 向 上 さ せ 、 安 全 性 を 高 め 、 全 体 の コ ス ト を 削 減  
す る た め に 、 カ ー ボ ン ブ ラ ッ ク に 分 解 す る の で は な く 、 セ ル ロ ー ス を 保 存 す る た め に オ ペ  
レ ー タ が あ る 程 度 制 御 で き る 組 成 物 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 好 ま し く は 、 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 化 合 物 と 過 酸 化 水 素 は 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の モ ル 比 の  
範 囲 の 量 で 存 在 す る 。 好 ま し く は 、 組 成 物 の 得 ら れ る ｐ Ｈ は １ 未 満 で あ り 、 よ り 好 ま し く  
は 、 組 成 物 の 得 ら れ る ｐ Ｈ は ０ ． ５ 未 満 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 ス ル ホ ン 酸 部 分 を 含 む 化 合 物 は 、 ア ル キ ル 基 が Ｃ  
１ ～ Ｃ ６ の 範 囲 に あ り 、 直 鎖 状 ま た は 分 枝 状 で あ る ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び そ れ ら の  
組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 好 ま し く は 、 ス ル ホ ン 酸 部 分 を 含 む 前 記 化 合 物 は  
、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； エ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 ； ２ － プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸  
； イ ソ ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ブ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｉ ｓ ｏ － ペ ン チ ル  
ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ペ ン タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ブ チ ル ヘ キ サ ン ス ル ホ  
ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 。 よ り 好 ま し く は 、 ス ル ホ ン 酸  
部 分 を 含 む 前 記 化 合 物 は 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 当 業 者 に よ っ て 理 解 さ れ る よ う に 、 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 は 、 ア ル キ ル が 飽 和 ま た は 不 飽  
和 、 環 状 、 直 鎖 ま た は 分 岐 お よ び ／ ま た は 置 換 ま た は 非 置 換 で あ る 、 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸  
化 合 物 を 包 含 す る も の と 理 解 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 高 濃 度 の ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 と 過 酸 化 物 の 組 み 合  
わ せ に よ り 、 有 機 材 料 の 制 御 さ れ た 脱 リ グ ニ ン を 提 供 し 、 セ ル ロ ー ス 系 繊 維 を 比 較 的 影 響  
を 受 け な い ま ま に す る こ と が で き る 変 性 酸 組 成 物 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る 組 成 物 を 使 用 し て 木 材 の 脱 リ グ ニ ン を 行 う 場 合 、 プ ロ  
セ ス は 、 従 来 の ク ラ フ ト パ ル プ 化 プ ロ セ ス で 現 在 使 用 さ れ て い る 温 度 お よ び 圧 力 よ り も 大  
幅 に 低 い 温 度 お よ び 圧 力 で 実 施 す る こ と が 可 能 で あ る 。 利 点 は 相 当 な も の で あ り 、 こ こ に  
そ の い く つ か を 挙 げ る ： ク ラ フ ト パ ル プ 化 プ ロ セ ス は 、 脱 リ グ ニ ン 工 程 を 行 う た め に １ ７  
６ ～ １ ８ ０ ℃ 付 近 の 温 度 を 必 要 と す る が 、 本 発 明 に よ る プ ロ セ ス の 好 ま し い 実 施 形 態 は 、  
２ ５ ℃ と い う 低 い 温 度 で 木 材 を 脱 リ グ ニ ン す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態  
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に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 １ ０ ℃ と い う 低 い 温 度 で 行 う こ と が で き る 。 本 発 明 の 好  
ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ０ ℃ と い う 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で  
き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ２ ０ ℃ と い う 低 い 温 度  
で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ３  
０ ℃ と 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材  
の 脱 リ グ ニ ン は 、 ４ ０ ℃ と 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し  
い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ５ ０ ℃ と 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。  
本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ６ ０ ℃ と 低 い 温 度  
で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ  
ニ ン は 、 ８ ０ ℃ の よ う な 低 い 温 度 で 行 う こ と が で き る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施  
形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 ９ ０ ℃ と 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明  
の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 １ ０ ０ ℃ と 低 い 温 度 で 実  
施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン  
は 、 １ ２ ０ ℃ と い う 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。 本 発 明 の さ ら に 別 の 好 ま し い 実 施  
形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 １ ３ ０ ℃ と い う 低 い 温 度 で 実 施 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 上 記 の 好 ま し い 実 施 形 態 の 各 １ つ に お い て 、 工 程 が 実 施 さ れ る 温 度 は 、 現 在 の エ ネ ル ギ  
ー 集 約 的 で 比 較 的 に 非 効 率 な ク ラ フ ト 工 程 よ り も 実 質 的 に 低 い 温 度 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 さ ら に 、 ク ラ フ ト プ ロ セ ス で は 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン を 行 う た め に 高 い 圧 力 が 必 要 で あ る  
。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 木 材 の 脱 リ グ ニ ン は 、 大 気 圧 で 実 行 す る こ と が で  
き る 。 こ の こ と は 、 ひ い て は 、 高 度 に 専 門 的 で 高 価 な 産 業 機 器 の 必 要 性 を 回 避 す る こ と に  
な る 。 そ れ は ま た 、 紙 パ ル プ 設 備 の 実 施 が 様 々 な 理 由 の た め に 以 前 は 実 行 不 可 能 で あ っ た  
世 界 の 多 く の 部 分 で 脱 リ グ ニ ン 装 置 の 実 施 を 可 能 に す る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 従 来 の ク ラ フ ト プ ロ セ ス に 対 す る 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る プ ロ セ ス の 利 点 の い  
く つ か は 、 後 者 に 投 入 さ れ る 熱 が 大 き な 汚 染 源 で あ る だ け で な く 、 得 ら れ る パ ル プ が 非 常  
に 高 価 で あ る 理 由 の 大 部 分 で あ る た め 、 実 質 的 な も の で あ る 。 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態  
に よ る プ ロ セ ス の 実 施 に よ る エ ネ ル ギ ー の 節 約 だ け で も 、 よ り 低 価 格 の パ ル プ お よ び 環 境  
上 の 利 点 に 反 映 さ れ 、 そ の 両 方 が 直 ち に 影 響 を 与 え 、 数 世 代 に わ た る 商 業 的 お よ び 環 境 上  
の 利 益 を も た ら す で あ ろ う 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 本 発 明 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ る プ ロ セ ス の 実 施 に よ る 更 な る コ ス ト 削 減 は 、 高 温 高 圧  
パ ル プ 調 理 器 の 操 作 に 関 す る 制 限 的 な 規 制 の 不 在 ま た は 最 小 化 に お い て 見 出 す こ と が で き  
る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 木 材 パ ル プ か ら グ ル コ ー ス を 得 る 方 法 は 、 そ の よ う な 変 換 は 化 学 集 約 的 で コ ス ト が か か  
り 、 特 に 大 規 模 な 操 作 で は 注 目 す べ き 結 果 を も た ら さ な い 現 在 の プ ロ セ ス に 対 す る 重 要 な  
進 歩 を 意 味 す る 。 バ イ オ マ ス を 脱 リ グ ニ ン す る 組 成 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い が 、 カ ー ボ  
ン ブ ラ ッ ク に 分 解 す る の で は な く 、 セ ル ロ ー ス を 保 存 す る た め に オ ペ レ ー タ ー が あ る 程 度  
対 照 で き る よ う に す る こ と も 必 要 で あ る 。 こ の よ う な 施 設 の 運 営 者 に 、 さ ら な る 収 入 源 を  
提 供 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 の 方 法 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 リ グ ニ ン の 分 離 を 効 果 的 に 行 い 、 得 ら れ た  
セ ル ロ ー ス 繊 維 を さ ら に 加 工 し て 、 グ ル コ ー ス モ ノ マ ー を 得 る こ と が で き る 。 グ ル コ ー ス  
化 学 は 、 ジ ア セ ト ニ ド 、 ジ チ オ ア セ タ ー ル 、 エ タ ノ ー ル 、 グ ル コ シ ド 、 グ ル カ ル 、 ヒ ド ロ  
キ シ グ ル カ ル な ど 、 広 く 利 用 さ れ て い る 化 学 物 質 の 調 製 に お け る 前 駆 体 と し て 、 多 数 の 用  
途 を 持 っ て い る が 、 こ れ ら に 限 定 さ れ る わ け で は な い 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 現 行 の ク ラ フ ト パ ル プ 化 と 比 較 し て 、 本 発 明 に よ る 好 ま し い 組 成 物 を 使 用 す る 別 の 利 点  
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は 、 有 害 な ガ ス ま た は 蒸 気 が 発 生 し な い こ と で あ る 。 ク ラ フ ト パ ル プ 化 プ ロ セ ス に お け る  
蒸 気 の 発 生 源 は 、 主 と し て Ｓ Ｏ ２ の 放 出 で あ る と 考 え ら れ て い る 。 本 発 明 に よ る 好 ま し い  
組 成 物 を 用 い た 脱 リ グ ニ ン は 、 こ れ ま で の と こ ろ 、 そ し て 利 用 可 能 な 検 出 能 力 の 範 囲 で は  
、 Ｓ Ｏ ２ の 生 成 を も た ら さ な か っ た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 （ Ｍ Ｓ Ａ ） ， ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン （ Ｔ Ｅ Ｏ Ａ ） お よ び 過 酸 化 水 素 を  
Ｍ Ｓ Ａ ， Ｔ Ｅ Ｏ Ａ お よ び 過 酸 化 水 素 濃 度 を 変 化 さ せ て 配 合 し ， 常 温 常 圧 条 件 で バ イ オ マ ス  
（ 木 材 チ ッ プ ） と 一 晩 反 応 さ せ て ， モ ル 比 の 変 化 の 効 果 を 評 価 し た 。 対 照 試 験 は ， バ イ オ  
マ ス に 対 し て ク ラ フ ト リ グ ニ ン ま た は セ ル ロ ー ス の み を 添 加 し た 各 処 方 で 実 施 し た 。 市 販  
の リ グ ニ ン ( S i g m a - A l d r i c h ;  L i g n i n ,  k r a f t ;  P r o d #  4 7 1 0 0 3 ) を 試 験 に お け る 対 照 と し て  
利 用 し た 。 市 販 の セ ル ロ ー ス ( S i g m a - A l d r i c h ;  C e l l u l o s e ,  f i b e r s  ( m e d i u m ) ;  P r o d #  C 6  
2 8 8 ) も 、 試 験 に お け る 対 照 と し て 利 用 さ れ た 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 各 ブ レ ン ド の 固 相 を ２ ０ 時 間 の 反 応 時 間 後 に 濾 過 し 、 水 で 洗 浄 し た 後 、 ４ ５ ℃ の オ ー ブ  
ン で 乾 燥 重 量 が 一 定 に な る よ う に 乾 燥 さ せ た 。 す べ て の デ ー タ は 、 ３ 回 連 続 運 転 の 平 均 値  
で あ る 。 効 果 的 な 配 合 は 、 す べ て の リ グ ニ ン を 溶 解 し 、 セ ル ロ ー ス を で き る だ け 無 傷 で 損  
傷 さ せ な い よ う に す る こ と で あ る 。 実 験 結 果 は 以 下 の 表 ２ に 報 告 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 表 ２ 】

【 ０ ０ ５ ７ 】
Ｍ Ｓ Ａ ： Ｈ ２ Ｏ ２ を １ ： １ の モ ル 比 で ブ レ ン ド し た バ ッ チ プ ロ セ ス 。
　 先 に 少 量 で 実 施 し た 組 成 と プ ロ セ ス を 評 価 ・ 検 証 す る た め ， よ り 大 き な バ ッ チ プ ロ セ ス  
を 実 施 し た 。 よ り 大 き な バ ッ チ プ ロ セ ス の 準 備 の た め に ， ５ ４ ８ ｇ の メ タ ン ス ル ホ ン 酸 （  
Ｍ Ｓ Ａ ） （ ７ ０ ％ ） と ４ ５ ３ ｇ の 過 酸 化 水 素 水 （ ２ ９ ％ ） を 大 き な ビ ー カ ー に 入 れ て 常 温  
で 混 合 し た （ 発 熱 反 応 が 少 な い た め 冷 却 の 必 要 は な い ） 。 モ ル 混 合 比 は １ ： １ で あ っ た 。  
５ ０ ｇ の 大 き さ の な い 木 屑 （ お が く ず ） を 加 え 、 混 合 物 を 周 囲 条 件 で 攪 拌 し た 。 ２ ０ 時 間  
後 、 反 応 混 合 物 を ２ ０ μ ｍ の テ フ ロ ン （ 登 録 商 標 ） フ ィ ル タ ー シ ー ト を 備 え た フ ィ ル タ ー  
シ ス テ ム に 移 し 、 残 留 す る 固 形 物 を ４ ５ ℃ で １ ２ 時 間 乾 燥 さ せ た 。 添 加 し た バ イ オ マ ス と  
比 較 し た 固 形 分 収 率 は ５ ４ ． ２ ％ で あ っ た 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 得 ら れ た セ ル ロ ー ス の 炭 化 水 素 含 有 率 は ９ ３ ． ０ ％ で あ り 、 比 較 と し て 用 い た S i g m a - A l  
d r i c h 社 の セ ル ロ ー ス L o t #  W X B C 9 7 4 5 V - ９ ５ ． ７ ％ 標 準 に 近 い 値 で あ る と 判 断 し た 。 水  
分 量 は ３ ． ３ ８ ％ で あ り 、 比 較 の た め に 使 用 し た S i g m a - A l d r i c h 社 の セ ル ロ ー ス L o t #  W  
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X B C 9 7 4 5 V - ３ ％ 標 準 と 同 等 で あ る と 判 定 さ れ た 。 K a p p a #  =  1 1 で あ り 、 脱 リ グ ニ ン は 完  
全 で は な い が 、 段 ボ ー ル や 実 用 紙 に は 十 分 で あ る こ と を 意 味 す る 。 Ｘ 線 回 折 を 行 っ た と こ  
ろ 、 見 か け の 結 晶 化 度 は ５ ８ ． ２ ％ で あ り 、 以 前 に 試 験 し た 数 値 と 一 致 し ま し た 。 ま た 、  
A l d r i c h 社 の 市 販 セ ル ロ ー ス は ６ １ ． ３ ％ と 測 定 さ れ た 。 走 査 型 電 子 顕 微 鏡 で サ ン プ ル を  
観 察 し た と こ ろ 、 非 常 に 高 い 繊 維 含 有 率 を 示 し て い ま し た 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 本 発 明 の 別 の 好 ま し い 実 施 形 態 に よ れ ば 、 本 組 成 物 は 、 水 処 理 、 浄 水 及 び ／ 又 は 脱 塩 に  
用 い ら れ る よ う な 酸 化 に よ る 有 機 物 の 分 解 に 使 用 す る こ と が で き る 。 こ の 例 と し て 、 ろ 過  
膜 上 の 藻 類 の    除 去 （ す な わ ち 、 破 壊 ） が 挙 げ ら れ る 。 こ の よ う な 膜 は 高 価 で あ る た め 、  
で き る だ け 長 く 使 用 す る こ と が 経 済 的 に 重 要 で あ る 。 し か し 、 時 間 と と も に 蓄 積 さ れ る 有  
機 物 を 除 去 す る こ と は 難 し く 、 効 率 よ く 、 か つ 膜 に で き る だ け ダ メ ー ジ を 与 え な い よ う な  
新 し い ア プ ロ ー チ が 必 要 で あ る 。 鉱 酸 は 強 す ぎ る た め 、 有 機 物 を 除 去 す る こ と は で き る が  
、 ろ 過 膜 を 損 傷 し て し ま う 。 本 発 明 の 好 ま し い 組 成 物 は 、 鉱 酸 よ り も 攻 撃 性 が 低 い の で 、  
こ の 問 題 を 改 善 し 、 そ の 結 果 、 は る か に 穏 や か な ア プ ロ ー チ で 有 機 汚 染 物 質 を 除 去 し 、 し  
た が っ て 、 膜 の 損 傷 を 最 小 限 に 抑 え る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 前 述 の 発 明 は 、 明 確 さ と 理 解 の た め に あ る 程 度 詳 細 に 説 明 さ れ て い る が 、 関 連 す る 技 術  
分 野 の 当 業 者 で あ れ ば 、 一 旦 こ の 開 示 に 精 通 す れ ば 、 添 付 の 請 求 項 に 記 載 の 発 明 の 真 の 範  
囲 か ら 逸 脱 す る こ と な く 、 形 態 お よ び 詳 細 に お け る 種 々 の 変 更 を 行 う こ と が で き る こ と が  
理 解 さ れ よ う 。
本 発 明 に 関 連 し て 、 以 下 の 内 容 を 更 に 開 示 す る 。
［ １ ］
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
  過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
  こ こ で 、 前 記 酸 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の ２ ０ ～ ６ ５ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 し 、 前 記 過 酸  
化 物 は 、 組 成 物 の 総 重 量 の １ ～ ３ ０ ｗ ｔ ％ の 範 囲 の 量 で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
［ ２ ］
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
  過 酸 化 物 、
を 含 む 、 水 性 酸 性 組 成 物 で あ っ て 、
  こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 前 記 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ 以 上 の モ ル 比 で 存 在 す  
る 、 前 記 の 組 成 物 。
［ ３ ］
  ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 を さ ら に 含 む 、 ［ １ ］ ～ ［ ２ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
［ ４ ］
  前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 が 、 ア ル キ ル 基 が Ｃ １ － Ｃ ６ の 範 囲 に あ り 、 直 鎖 状 又 は 分 枝 状  
で あ る ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る ［ １ ］ ～  
［ ３ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
［ ５ ］
  前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 が 、 メ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； エ タ ン ス ル ホ ン 酸 ； プ ロ パ ン ス ル ホ ン  
酸 ； ２ － プ ロ パ ン ス ル ホ ン 酸 ； イ ソ ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ － ブ チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ブ タ ン ス  
ル ホ ン 酸 ； イ ソ ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ｔ ペ ン チ ル ス ル ホ ン 酸 ； ペ ン タ ン ス ル ホ ン 酸 ； ｔ ブ  
チ ル ヘ キ サ ン ス ル ホ ン 酸 ； 及 び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 ば れ る ［ １ ］ ～ ［ ３  
］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
［ ６ ］
  ス ル ホ ン 酸 部 分 を 含 む 前 記 化 合 物 が メ タ ン ス ル ホ ン 酸 で あ る ［ １ ］ ～ ［ ５ ］ の い ず れ か  
に 記 載 の 組 成 物 。
［ ７ ］
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
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  過 酸 化 物 、
を 含 む 、 バ イ オ マ ス ／ 木 材 の 脱 リ グ ニ ン に お い て 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
  こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 す る 、 前 記 の 組 成 物 。
［ ８ ］
  過 酸 化 物 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 ［ １ ］ ～ ［ ７ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
［ ９ ］
  バ イ オ マ ス ／ 植 物 材 料 の 脱 リ グ ニ ン の 方 法 で あ っ て 、
  －   セ ル ロ ー ス 繊 維 と リ グ ニ ン と を 含 む 前 記 植 物 材 料 を 提 供 す る こ と ；
  －   必 要 と す る 前 記 植 物 材 料 を 、
    ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
    過 酸 化 物 ； を 含 む 組 成 物 に 、 暴 露 す る こ と ；
を 含 み 、
  こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 し 、 曝 露 の 時 間 が 、 前 記 植 物 材 料 上 に 存 在 す る リ グ ニ ン の 実 質 的 に 全 て を 除 去 す る  
の に 十 分 で あ る 、 前 記 方 法 。
［ １ ０ ］
  組 成 物 が 、 ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 を さ ら に 含 む 、 ［ ９ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ １ ］
  ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が ３ ０ ０ ｇ ／ ｍ ｏ ｌ 未 満 の 分 子 量 を 有 す る 、 ［ １ ０ ］ に 記 載 の  
方 法 。
［ １ ２ ］
  ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が 一 級 ア ミ ン で あ る 、 ［ ９ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ３ ］
  ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 、 ［ ９ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ４ ］
  ア ミ ン 部 分 を 含 む 化 合 物 が ３ 級 ア ミ ン で あ る 、 ［ ９ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ５ ］
  前 記 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン が 、 モ ノ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ジ エ タ ノ ー ル ア ミ ン ； ト リ エ タ ノ  
ー ル ア ミ ン ； お よ び そ れ ら の 組 み 合 わ せ か ら 成 る 群 か ら 選 択 さ れ る 、 ［ １ ３ ］ に 記 載 の 方  
法 。
［ １ ６ ］
  前 記 ア ル カ ノ ー ル ア ミ ン が ト リ エ タ ノ ー ル ア ミ ン で あ る 、 ［ １ ２ ］ に 記 載 の 方 法 。
［ １ ７ ］
  植 物 バ イ オ マ ス の 脱 リ グ ニ ン に お い て 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
  過 酸 化 物 、
を 含 む 、 前 記 組 成 物 。
［ １ ８ ］
  植 物 バ イ オ マ ス 源 か ら の セ ル ロ ー ス の 分 解 に 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
  過 酸 化 物 、
を 含 む 、 前 記 組 成 物 。
［ １ ９ ］
  植 物 バ イ オ マ ス 源 か ら の ヘ ミ セ ル ロ ー ス の 分 解 に 使 用 す る た め の 水 性 組 成 物 で あ っ て 、
  ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
  過 酸 化 物 、
を 含 み 、
  前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比 で 存 在 し  
、 曝 露 の 時 間 が 、 前 記 植 物 材 料 上 に 存 在 す る リ グ ニ ン の 実 質 的 に 全 て を 除 去 す る の に 十 分  
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で あ る 、 前 記 組 成 物 。
［ ２ ０ ］
  過 酸 化 物 が 過 酸 化 水 素 で あ る 、 ［ １ ５ ］ ～ ［ １ ８ ］ の い ず れ か に 記 載 の 組 成 物 。
［ ２ １ ］
  植 物 バ イ オ マ ス ま た は バ イ オ マ ス 材 料 の 脱 リ グ ニ ン の 方 法 で あ っ て 、
  －   セ ル ロ ー ス 繊 維 と リ グ ニ ン と を 含 む 前 記 バ イ オ マ ス 材 料 を 提 供 す る こ と ；
  －   必 要 と す る 前 記 バ イ オ マ ス 材 料 を 、
    ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 ； お よ び
    過 酸 化 物 ； を 含 む 組 成 物 に 、 暴 露 す る こ と ；
を 含 み 、
  こ こ で 、 前 記 ア ル キ ル ス ル ホ ン 酸 お よ び 過 酸 化 物 が 、 １ ： １ ～ １ ５ ： １ の 範 囲 の モ ル 比  
で 存 在 し 、 曝 露 の 時 間 が 、 前 記 植 物 材 料 上 に 存 在 す る リ グ ニ ン の 実 質 的 に 全 て を 除 去 す る  
の に 十 分 で あ る 、 前 記 方 法 。
【 図 面 】
【 図 １ － ４ 】
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